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Chapter2　映像ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの特性(2)　映画表現への知的好奇心

1.ＣＧ映像が描く宇宙の果て
『コンタクト～特別篇』　カール・セーガン原作、ロバート・ゼメキス監督、1997(米) のみどころ

(1)オープニングのCG映像-宇宙の視覚的・時間的拡がりの表現技術＝「Powers of Ten」との比較

(2)オープニングのTVニュースの音声は何を表現したかったのだろうか？

①「私はうそつきではない」　＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

　　②「R・ケネディが暗殺されました」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

③「ついに我々は自由だ」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

④「ケネディ大統領の暗殺をねらい」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
⑤「あなたは共産党員ですか？」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

⑥「行け！シルバー」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

⑦「1941年のこの日は汚名の中に生きる日となろう」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
⑧「グッドニュース1939の時間です」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

(3) なぜヒトラーの映像だったのだろう？

  (4)「コンタクト」の物語の骨子＝我々は宇宙の孤児ではない（はずだ）。　　　　　　　
　　　ヒロインの孤独感（観客の感情移入をもたらす）と宇宙の中の人類の孤独感を重ねあわせて表現。

　　

2.映画に描かれる文化・社会観・職業観＝イメージの問題点

(1)『コンタクト』　（ロバート・ゼメキス監督）に描かれる不思議な日本人、日本的デザイン。 

(2)『バック・トゥー・ザ・フューチャー』　（ロバート・ゼメキス監督）のワン・シーンを見て。

＝文化差がギャグのポイントをズラす。映像表現には文化や人間性の差異が端的に現われる。映像ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの問題は、ひろく文化間ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを考える格好の糸口となる。

(3)映画『ランボー』にみる、(当時の)アメリカ大衆の世界観

(4)映画『カンダハル』にみる実際のアフガンの人々の姿

(5)映画『インディペンデンスデイ』と、ブッシュ演説の相似形

3.文化・教養としての映像、常識としての映像

  （SPI一般常識問題の一例）次の映画が舞台としている時代の順序として正しいものはどれか答えよ
　　　　①ア→エ→イ→ウ　②ウ→エ→イ→ア　③イ→ア→エ→ウ
  （ア）『１３デイズ』＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿　　　　　　　　　　　＿
（イ）『パールハーバー』＿＿＿＿＿＿＿＿＿　　　　　　　　＿＿＿
  （ウ）『風と共に去りぬ』＿＿＿＿＿＿＿＿＿　　　　　　　　＿＿＿
（エ）『アンタッチャブル』＿＿＿＿＿＿＿＿　　　　　　　＿＿＿＿
4.映画鑑賞者における映画の受容因子

	Ｉ.
	individual factor
	内在性因子
	各人の人生体験や境遇・精神状態など

	A.
	advanced factor
	事前付加因子
	出演者にたいする好意や、宣伝により与えられた興味・期待感など

	Ｎ.
	neighborhood factor
	周辺性因子
	一緒に鑑賞した者達との雰囲気、会場の状況など

	Ｓ.
	sociality factor
	社会性因子
	作品に描かれる人物や文化、歴史や風土、自然や科学に関する知識、または知的な姿勢など

	Ｍ.
	media literacy factor
	メディア読解力因子
	日常からのメディアへの接し方（自らの映像制作体験を含む


伊藤敏朗、大学生の映画の受容に関する一研究～シミュレーションドラマの制作と評価～、第１０回日本教育メディア学会（2003.11.15）
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Chapter2　映像ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの特性(2)　映画表現への知的好奇心

1.ＣＧ映像が描く宇宙の果て
『コンタクト～特別篇』　ロバート・ゼメキス監督,カール・セーガン原作1997(米) のみどころ

(1)オープニングのCG映像-宇宙の視覚的・時間的拡がりの表現技術＝「Powers of Ten」との比較

(2)オープニングのTVニュースの音声は何を表現したかったのだろうか？

①「私はうそつきではない」　1974年8月　ニクソン大統領ウォーターゲート事件で辞任表明
　　②「R・ケネディが暗殺されました」1968年6月　R・ケネディ暴漢に撃たれ死亡。
③「ついに我々は自由だ」1964年7月　公民権法成立（キング牧師の演説-？）。
④「ケネディ大統領の暗殺をねらい」1963年10月　ｼﾞｮﾝ・F・ｹﾈﾃﾞｨ、ダラスで暗殺される。
⑤「あなたは共産党員ですか？」1950年3月　マッカーシーの赤狩り攻撃はじまる。
⑥「行け！シルバー」1949年～西部劇「ローン・レンジャー」TV放送開始。
⑦「1941年のこの日は汚名の中に生きる日となろう」1941年12月 真珠湾攻撃にﾙｰｽﾞﾍﾞﾙﾄが。
⑧「グッドニュース1939の時間です」1939年　アメリカでテレビ放送開始。
TV電波は直進性をもって宇宙に放たれる。「コンタクト」のオープニングは、地球から遠ざかるにつれて、過去のTV番組の音声となるということを表現して、より遠くの宇宙へは、より昔のTV電波が到達している＝より昔のTV電波から異星に到達している＝ことを示そうとしている。
(3) なぜヒトラーの映像だったのか？

　　ドイツのTV放送実験は最も早い時期に行われ（1935年）、1936年には、ベルリンオリンピックが、テレビ実況中継された。映画「コンタクト」では、宇宙人がTV映像を「見たぞ」ということの返事として、その地球初の初期の映像を、オウム返しに返信してきたため。
  (4)「コンタクト」の物語の骨子＝我々は宇宙の孤児ではない（はずだ）。　　　　　　　

ヒロインの孤独感（観客の感情移入をもたらす）と宇宙の中の人類の孤独感を重ねあわせて表現。

2.映画に描かれる文化・社会観・職業観＝イメージの問題点

(1)『コンタクト』　（ロバート・ゼメキス監督）に描かれる不思議な日本人、日本的デザイン。 

(2)『バック・トゥー・ザ・フューチャー』　（ロバート・ゼメキス監督）のワン・シーンを見て。

＝文化差がギャグのポイントをズラす。映像表現には文化や人間性の差異が端的に現われる。映像ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの問題は、ひろく文化間ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを考える格好の糸口となる。

(3)映画『ランボー』にみる、(当時の)アメリカ大衆の世界観

(4)映画『カンダハル』にみる実際のアフガンの人々の姿

(5)映像が伝える世界の真相、さまざまな社会観や価値観

(6)映画『インディペンデイ』と、ブッシュ演説の相似形

(7)映画の中の図書館・図書館員の描かれ方（ステレオタイプ）

3.文化・教養としての映像、常識としての映像

  （SPI一般常識問題の一例）次の映画が舞台としている時代の順序として正しいものはどれか答えよ

　　①ア→エ→イ→ウ　②ウ→エ→イ→ア　③イ→ア→エ→ウ　 [答：②]
（ア）『１３デイズ』1962年10月 キューバ危機  ロジャー・ドナルドソン監督（2000年）
（イ）『パールハーバー』1941年12月 真珠湾攻撃  ジェリー・ブラッカイマー監督（2001年）
（ウ）『風と共に去りぬ』1865年の南北戦争前後  デビッド・Ｏ・セルズニック製作（1939年）
（エ）『アンタッチャブル』1920～1933年禁酒法  ブライアン・デ・パルマ監督 (1987年)
映像ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ論 2005.4.18
	学籍№


	氏名


Chapter2　映画表現への知的好奇心

映画『コンタクト～特別篇』　（ロバート・ゼメキス監督,カールセーガン原作1997年アメリカ）で、宇宙人から送られてきたメッセージには、かの独裁者、ヒトラーの演説シーンの映像が重畳されていた。どうしてここでヒトラーが登場してくることになったのだろうか？簡潔にまとめて説明しなさい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

【授業への感想・意見などを記入してください（必須項目）】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
